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P2−23−4　早発閉経へ の ホル モ ン療法が 動脈硬化危険因子 に与える影響 につ い て の 検討
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【目的1 早発閉経 （premature 　ovarian 　failure：POF ）は 40歳未満の 高 ゴ ナ ドトロ ピ ン性無月経 で，エ ス トロ ゲ ン の作用低下

に よ り動脈硬化が 促進 さ れ る と考えられ て い る．その ため POF 患者 に 対 して ホ ル モ ン 補充療法 （Hormone 　Replacement

Therapy ：HRT ）が 行わ れ る こ とが 多い ．エ ス トロ ゲ ン は ホ ッ トフ ラ ッ シ ュ な どの 血管運 動神経症状の 改善に 有用とされ．さ

らに は冠動脈疾患の 1丿ス ク軽減の 可能性 も示唆 さ れ て い る，POF 患者に対す る HRT が動脈硬化 の 予防 と なる か に つ い て検

討 した．【方 法】脂質低 下 薬を内服 して い ない，同意 を得た POF 患者 23人 （POF 群） と 自然 閉経後 HRT 施行中 の 患 者 22

人 （HRT （＋ ）群），自然閉経後 HRT 施行なしの 患者 39人 〔HRT （
一
）群）を 対象に採血検査 （LDL −C，　 HDL −C）及び頸

動脈超音波検査 に て プ ラ
ークの 測 定 を行 っ た．また，リス ク指標 とさ れる LDL −C／HDL −C 比 （LH 比）や ホ モ シス テ イ ン との

関係 に つ い て 検討した．【成績】POF 群，　 HRT （＋ ）群，　 HRT （一）群 の年齢中央値はそれぞれ 47， 50，52歳．　 POF 診断年

齢の 中央値 は 36歳 で，HRT （＋ ）群の HRT 平均開始年齢 は 48．1± 5．7 歳．　 HRT 継続年数中央値 はそれぞれ 8，3年．頸動脈

プ ラークの 保有率は 21．7％，31．8％，46。1％．LH 比 の 中央値 は 1．57， 1．53， 2．03，それぞれに 有意差は 認め な い 一方で，全対

象患者の うち LH 比 が 2．5以 上 で あ っ た 患者は 有意 に プ ラ
ーク保 有 率 が 高か っ た．ホ モ シ ス テ イン 平均値 は 6．8 士 1．3，6．5士 2．1，

7．5 ± 2．5nmo1 ／ml で有意差 は なか っ た，【結論】HRT （
一
）群 と比較 して ，　POF 群へ の HRT は，　 HRT （＋ ）群と同様に プ ラ

ー

ク保有率，LDL −C／HDL −C 比 が 低 い 傾向にあ り，動 脈 硬 化 を予 防す る可能性が 示唆され た．

P2−23−5　 136名に対す るエ ク オール含有大 豆胚芽発酵食品の 使用感調査
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【目的】大豆 イ ソ フ ラ ボン の 活性代謝物 「エ ク オール 」を含有す る大豆胚芽発酵食品の 更年期症状 に対す る改善効果お よ び使

用感 に つ い て調査 した．【方法】2011年 1月か ら 7月の 間，当院を 受診 し た イ ン フ ォ
ーム ド ・コ ン セ ン トを得 た 患者 136名

（22−80歳）を 対象 に エ ク オール 含有発酵大豆胚芽食品 （エ ク オ
ー

ル と して 1 日 10mg）を 4〜12週間継続摂取 させ，摂取開始

前，お よ び 1 ヵ 月毎あるい は摂取中止 時 に ア ン ケート調 査を実施 した ．ア ン ケ
ートの 内容 は t 年齢，身体 計 測，閉経 の 有無及

び 閉経後年数，出産経験，職業，睡眠時間，既往歴，服薬状況と，更年期 22症状 （日本産婦人科学会の 更年期 症 状 評価表）の

程度を 4段階（無＝O，弱＝1，中＝2， 強＝3）で記載 して もらい 、期間中の 症 状 を 4 週 間毎 に 調査 した．統言懈 析 は，摂 取 開

始前か らの 症状 の 変化を乱塊法モ デ ル の Dunnett検定を用い た．【成績】更年期疾患で来院 した 患者は 56名 で あり，その うち

HRT ある い は 漢方薬等 の 治療を受けて い る患者 は 17名で あ っ た．全患者 136 名中 ，
1 ヶ 月中止 者が 3名，2 ヶ 月 中 止 者が 4

名観察さ れ た が有害事象 に よる もの は なか っ た．3 ヶ 月継続完了者で 症状改善を実感 した人は 59％ お り，継続摂取 を希望す

る 者は 71．1％ い た．更年期疾患患者に お ける 有意な症状改善に は，疲労感，眼精疲労，動機，頭痛，肩こ り，腰痛，性交痛 ，

冷えお よび 手足の しび れ に 認め た．ま た，更年期症状治療中の 患者で は，疲労感，動機 肩 こ りで有意 な症 状 改善を認 め た．

【結論】エ クオール 含有発酵大豆胚芽食品は．更年期疾患 で 来院 した 患者に対す る有効性 が 観察 され，HRT あ るい は漢 方 薬 等

の 治療を 受 け て い る 患 者 に お い て も身体的症状 の 改善に 有効 で あ る事が 示 唆 され た．
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【目的】更年期 にお け る卵 巣 機能の 衰退 は，エ ス トロ ゲ ン の 減少 に よ り視 床下 部，下 垂体機能 に変調を来 し，精神神経症 状 を

引 き起 こ す．漢方薬の 補中益 気湯 は，気 力，体力が 衰え，倦怠感が強 い 人に頻用 さ れ．更年期外来で 処方す る ケース も多い ．

今回補中益気湯 の 卵巣摘出マ ウ ス へ の 影響 を検 討 し た．【方 法 1 メ ス の 卵巣摘出マ ウ ス （n ＝12）を用 い た．卵巣摘出マ ウ ス を

通常 の 餌を与えた control 群 （n ・6） と補中益 気湯含有餌を与えた 補中益気湯群 〔n ＝6）に 分け比 較 した．（実験 1＞contro1

群 と補中益 気湯 群 の 週 齢 22週 か ら 48週で の 体重 と食餌摂取 量 を比 較検討 した．（実験 2）底面 を 3x3 に 区切 っ た オープ ン

フ ィ
ール ドを用意 しビ デオ に 15分間の マ ウス の 行動を記録した 後，移動距離，休止 時間を 行動解析 ソ フ トウ エ ア 用 い 解析 し

た．（実験 3）HPLC 法を用 い control 群 と補中益 気 湯 群 の 脳 内セ ロ トニ ン量を定量 した．【成績】（実 験 1）体重は control 群 と補

中益気湯群 で差 を認 め な か っ た．食餌摂取量は補中益気湯群 で は contro1 群 に対 し増加 した．（実験 2）移動距離 は control 群 ：

2179．403± 125．8m
， 補中益 気湯 群 ：3453，446± 592．5m （P＝O．03628）で 補中益気湯群で 延長 した．休止時間は control 群 ： 216．8±

12．6 分，補中益気湯群 ：160．9± 15．3 分 （P＝O．07）で あ り，2群間で差を認めなか っ た．（実験 3）脳内セ ロ トニ ン 量 は contro1

群 ： 11＆3± 235ng／ml ，補中益気湯群 ： 108．7± 13．2ng／ml 〔P 昌0．793）で あ り，2群間 で 差を認め なか っ た．【結論】補中益気湯

食餌摂取量を増加 させ る
一

方で体重は 増加 させ な か っ た の は 補中益気湯の 活動亢進促進効果が 関 与す る 可能性があ る．補中

益気湯は食欲が減退 し t 活動が低下 した 更年期女性 に 適応 が あ る と思 わ れ た ．
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